
智
顗

の
衆
生
観

に
関
す
る

一
考
察

―『維
摩
経
』
観
衆
生
品

の

「三
十
喩
」
解
釈
を
中
心
に
―

塩

入

法

道

一
、

は

じ

め

に

「衆

生

」

と

い
う

語

は
、

仏

教

の
基

本

用

語

で
あ

り

、

一
般

的

に
は

、

「生

き

と

し
生

け

る
も

の
、

生

命

あ

る
も

の
」

と

い
う

程

の
意

味

で
使

わ

れ
る
。
(
1
)

ま
た
大
乗
の
菩
薩
の
最
も
重
要
な
徳
目
と
し
て
、
「下
化
衆
生
」

「済
度
衆
生
」
「教
化
衆
生
」
「利
他
」
等
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

衆
生
と
は
仏
や
菩
薩

の
教
化

の
対
象
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

菩
薩

が
利
他
行
に
専
念
す
る
時
、
そ
の
対
象

で
あ
る

「他
」
「衆
生
」

は
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
、
生
物
全
般
な
の
か
、
人
間
な

の
か
、
人
間
社
会
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
中
国
仏
教
で
は
、
衆
生
と
は

因
縁

に
よ
り
仮
和
合
し
た
存
在
で
あ
り
、
実
体
の
な
い
不
可
得
な
も
の

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
天
台
智
顗

に
お
い
て
も
衆
生
と
は
因
縁
所
生
の

五
陰
や
六
根
で
あ
り
、
自
己
自
身
と
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)

と
す
る
と
自
己
と
衆
生
と
は
客
観
的
存
在
物
と
し

て
対
立
的

に
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
衆
生
そ
の
も
の
が
何
を
意

味
し
ど

の
よ
う
な
属
性
を
有
す
る
も
の
か
、
と
い
う
問
題
と
と
も
に
、

自
己

・
主
体
と
の
関
係
に
お
い
て
も
単
純
な
解

釈
で
は
把
握
し
切
れ
な

い
も
の
が
あ
ろ
う
。

本
小
論
で
は
、
羅
什
訳

『維
摩
経
』
観
衆
生
品
の
冒
頭
に
列
挙
さ
れ

る
、
衆
生
の
三
十
喩
の
解
釈
を
通
し
て
智
顗

の
衆
生
観
の
特
徴
を
考
察

し
て
み
た
い
。
経
典
で
は
、

そ
の
時
、
文
殊
師
利
、
維
摩
詰
に
問
い
て
言
く
。
菩
薩
は
云
何
ん
が
衆
生
を

観
ず
る
や
と
。
維
摩
詰
言
く
、
讐
え
ば
幻
師
の
所
幻
の
人
を
見
る
が
如
く
、

菩
薩
の
衆
生
を
観
ず
る
こ
と
か
く
の
如
し
と
な
す
。
(大
正
蔵

一
四
・
五
四

七
中
)

と
し
て
、
(
1
)
如
幻
師
見
幻
人
、
以
下
(2
)如
智
者
見
水
中
月
(3
)如
鏡
中
見

其
面
像
(4
)如

熱
時
炎
(
5
)
如
呼
声
響
(6
)如
空
中
雲
(
7
)
如
水
聚
沫
(
8
)
如
水
上

泡
(
9
)
如
芭
蕉
堅
(
1
0
)

如
電
久
住
(
1
1
)

如
第
五
大
(
1
2
)

如
第
六
陰
(
1
3
)

如
第
七
情
(
1
4
)

如
十
三
入
(
1
5
)

如
十
九
界
(
1
6
)

如
無
色
界
色
(
1
7
)

如
焦
穀
芽
(
1
8
)

如

須
陀
疸
身
見

(
1
9
)

如
阿
那
含
入
胎
(
2
0
)

如
阿
羅
漢
三
毒
(
2
1
)

如
得
忍
菩
薩
貪
悉
毀

禁
(
2
2
)

如
仏

煩
惱
習
(
2
3
)

如
盲
者
見
色
(
2
4
)

如
入
滅
尽
定
出
入
息
(
2
5
)

如
空
中
鳥
跡
(
2
6
)

如
石

女
兒
(
2
7
)

如
化
人
起
煩
惱
(
2
8
)

如

夢
所
見
已
寤
(
2
9
)

如

滅
度
者
受
身
(
3
0
)

如
無
烟

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

一
〇
三
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智
顗

の
衆
生
観
に
関

す
る

一
考
察

(塩

入
)

一
〇

四

之
火
と
い
う
三
十
の
譬
喩
を
挙
げ
、
衆
生
が
実
体
の
な
い
空
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
徹
底
的
に
説
い
て
い
る
。

な
お
経
典
は
こ
れ
に
続
け
て
、
こ
の
空
な
る
衆
生
に
対
し
て
ど
う
し

て
慈
心
が
起
こ
る
か
、
と
い
う
文
殊
の
問
い
を
受
け
、
維
摩
が
菩
薩

の

大
慈
お
よ
び
悲
心
、
喜
心
、
捨
心
に
つ
い
て
述
べ
衆
生
教
化
の
根
拠
を

示
し
、
さ
ら
に
両
者

の
問
答
を
も

っ
て
生
死

の
根
本
、
衆
生
身

の
根
本

は
無
住

で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
至

っ
て
い
る
。

因
み
に
支
謙
訳
で
は
十
九
、
玄
奘
訳
で
は
三
十
四
の
譬
喩
に
な

っ
て

い
る
が
、
(
3
)

こ
こ
で
は
羅
什
訳
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

こ
れ
ら
の
譬
喩
の
羅
列
を

一
瞥
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
全
体
と
し
て

実
体

の
無
い
も
の
、
あ
り
得
な
い
こ
と
が
ら
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
性
格

が
若
干
異
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
ま
か
に
三
種

に
分
類

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
第

一
は
(1
)か
ら
(
1
0
)

の
譬
喩
で
、
現
象
的

に
は
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
実
体

の
な
い
も
の
ご
と
、
第
二
は
(
1
1
)

か
ら
(
1
5
)

の
譬
喩
で
、
三
本
書

の
手
と
同
じ
よ
う
に
言
葉

で
表
現
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
が
そ
れ
に
対
応
す
る
対
象
が
な
い
も
の
、
第
三
は
(
1
6
)

か
ら
(
2
0
)

の
譬
喩
で
、
現
実
的
実
際
的
に
あ
り
え
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

な
お
第
三
類
に
は
、
仏
教
教
理
上
の
問
題
や
自
然
現
象
も
含
ま
れ
、

一

ま
と
め
に
す
る
に
は
多
少
無
理
も
あ
る
。

一
応

の
分
類
で
あ
る
。
ま
た

経
典
そ

の
も
の
が
い
か
な
る
意
図
で
こ
の
順
番

で
譬
喩
を
並
べ
た
か
に

つ
い
て
も
興
味
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
問
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ

の
譬
喩

に
関
す
る
諸
師
の
解
釈
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
慧
遠
、
吉
蔵
、
聖
徳
太

子

の
解

釈

上
述
し
た
よ
う
に
三
十
喩
に
は
性
格
の
異
な
り
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

は

『維
摩
経
』
を
注
釈
す
る
諸
師
も
気
づ
い
て
お
り
、
分
類
し
て
解
釈

し
て
い
る
。
智
顎
の
理
解
と
比
較
す
る
た
め
に
、
ま
ず
慧
遠
の

『維
摩

義
記
』
、
吉
蔵
の

『維
摩
義
疏
』
、
聖
徳
太
子
撰
と
伝
え
る

『維
摩
義
疏
』

を
検

討

し
た

い
。
(
4
)

慧

遠

の

『維

摩

義

記

』

で
は
、

三
十

喩

に

つ

い
て
次

の
よ

う

に
分

類

し

て
解

釈

し

て

い
る
。

(
な
お
(
)
・
(
)
内

は
筆
者

の
補

い
で
譬
喩

の
通
し
番

号
等

を
入
れ
た
。
以
下
も
同
。
)

文
、

別
ち

て
二
あ
り
。

一
に
(
1
)
～
(
1
5
)

生

空

を
観
ず
、
即

ち

こ
れ
法
縁

な
り
。

二
に
(
1
6
)

～
(
3
0
)

如
無
色
界
色
已
下
、
法

空
を
観
ず

る
を
明
か
す
、
即

ち
こ

の
無

縁
生
空
観
中

に
十
五
句
あ
り
。
皆

な
喩
を
借

り
て
顕

わ
す
。
前

の

一
喩
(1
)は

別
し

て
挙
げ
別
し

て
合
す
。
後

の
(2
)～
(
1
5
)

十

四
喩

は
併

せ
て
挙
げ
総

じ
て
合

す
。

こ
れ
何
ら

の
別
あ
ら
ん
。
初

の
(1
)～
(
1
0
)

十
句

は
相

に
就
き
て
虚

を
明
か

す
。
五
陰

の
相
、
虚
に
し

て
神
主

な
き
を
明

か
す
。
後

の
(
1
1
)

～
(
1
5
)

五
句

は
情

に
就
き

て
無
を
説
く
。
妄
情

の
取

す
る
と

こ
ろ
に
し
て
畢
竟

じ
て
あ
ら
ざ

る

な
り
。
(
1
1
)

第

五
大
、
(
1
2
)

第
六

陰

の
如

き
等

な
り
。

(大

正
蔵
三
八

・
四
八
〇

下
)

と
述

べ
、

後

半

の
譬

喩

に

つ
い
て

は

、

法
空
観
中
も
先
ず
喩
、
後

に
合

す
。

喩
、
別

し

て
(
1
6
)

～
(
3
0
)

十
五
言

あ
り
。
皆

な
知

る

べ
し
。

(大
正
蔵

三
八

・
四
八

一
上
)

と

し

て

い
る
。

す
な

わ

ち

全
体

を
(1
)～
(
1
5
)

と
(
1
6
)

～
(
3
0
)

に
大

き
く

二
分

し
、

―656―



前

者

は

衆

生

空

、

後

者

は

法

空

と

見
、

さ

ら

に

前

者

に

つ

い

て

「
相

」

と

「情

」

に
二

分

し
、

そ

れ

ぞ

れ
実

体

の
な

い
こ

と

の
譬

喩

と

し

て

い

る
。
譬

喩

の
性

格

に

よ

っ
て
三

分
類

し

て

い

る

が
、

後

半

の
(
1
6
)

～
(
3
0
)
に

つ
い
て

は
詳

し

い
論

述

は

な

い
。

次

に
吉
蔵

の

『
維

摩

義
疏

』

で
あ

る
が
、

衆
生

に
二
種

あ
り
。
若
は
外
道
、
横

に
計

せ
ば
、
則

ち
(
1
4
)

の
十

三
入
乃
至
(
3
0
)

無

煙
之

火

の
如

し
。

畢
竟

じ

て
こ
の
衆
生

な
し
。

二
と
は
因
縁

仮
名
衆

生
、

真

実

の
有

に
あ
ら
ず

。
有
な
り
と
雖

も
有

に
あ
ら
ず
。
有

に
あ
ら
ず

し
て
し
か

も
有
。
故

に
(1
)幻
師

観
幻

の
譬
を
挙
ぐ
。
幻

の
如

く
有

に
し

て
非
有
、
非

有

に
し

て
色
あ

り
。
問

う
、
ま
た
仮
名

の
衆
生
を
観
ず

る
を
得

る
に
、
(
1
4
)

の
十

三

入

の
如

き
畢
竟

空
な
り
や
。
答
う
、
仮
名

は
有

と
雖

も
し
か
も
畢
竟

じ

て
有

に
あ

ら
ず
。
非
有

の
義

の
辺

り
、
ま
た

こ
れ
を
以

っ
て
喩
と

な
す
を
得

る
。

然

る
に
衆
生
、
畢
竟

じ

て
非
有
な
り

と
雖

も
、
宛
然

と
し

て
あ

り
。
(
1
4
)

十
三

入
喩
、
則
ち
類

を
得
ず
。
然

る
が
故

に
全
譬

に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
…

(中
略
)

…

(2
)～
(
1
5
)

の
譬

喩
は
)
若
し
都

て
無

と
謂

う
も
、
し
か
も
宛
然

と
し

て
像

あ
り
。
衆
生

の
相

は

こ
れ

に
類
す

る
な
り
。

…

(中

略
)

…

(
1
6
)

～
(
3
0
)

の
譬

喩
は
)
皆
な

こ
れ

一
類

に
空
を
明

か
す
。
但

だ
有

に
滞
る
者
多

し
。
故

に
備

に
こ
れ
を
挙
げ

る
の
み
。

(大
正
蔵
三
八

・
九
六
五
上
～
)

と
解

釈

し

て

い

る
。

こ

こ

で
吉
蔵

は

全

体

を

二

分

し

、
前

者

を

「因

縁

仮
名

衆

生

」

す

な

わ

ち

実

体

は
な

く

て
も

因

縁

に
よ

り

仮

り

に
成

立

し

て

い
る
衆

生

の
譬

喩

、

後

者

を

「
外

道

横

計

衆

生

」

す

な

わ

ち
全

く

の

空

と

し

て

の
衆

生

の
譬

喩

と

い
う

よ
う

に
理

解

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

が
、

「
(
1
4
)

十

三
入

乃
至
(
3
0
)

無

煙

之

火

の
如

し
」

と

、
十

三
入

の
と

こ
ろ

で

分

け

て

い

る

こ
と

は

ど

う

も

釈

然

と

し

な

い
。
(
1
1
)

如

第

五

大

か

ら
(
1
5
)

如

十

九

界

は

ど

う
見

て
も

一
ま

と

ま

り

の
譬

喩

で
あ

る
。

引

用

の
後

半

で

は
、
(
1
5
)

如

十

九

界

と
(
1
6
)

如

無

色

界

色

の
と

こ
ろ

で
分

け

て

い
る

よ

う

に

見

え

る

の

で
、

何

ら

か

の
錯

誤

が

あ

る

の

か
も

し
れ

な

い
が

、

い
ず

れ

に

せ

よ
全

体

を

通

じ

て
仮

観

と
空

観

の
譬

喩

と

し

て
見

な

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る
。
、

聖

徳

太

子

撰

と

さ

れ

る

『
維

摩

義

疏

』

は
、

第

一
に
衆
生

は
空
な
り
と
観
ず

る
を
明

か
す
中

に
就
き

て
、
凡
そ

三
十
譬

を

挙
げ

て
釈
を
な
す
。
分
ち

て
三
と
な
す
。
第

一
に
初

め
の

一
の
(1
)幻
譬

は
総

じ

て
端

を
開
く
。
第

二
に
(2
)如
智
者
以
下

に
十

四
譬
あ
り
。
別
門

に
就
き

て

空
を
明
か
す
。
仮
実
を
別

し

て
明
か
す
故

に
別

と
言
う
。
(
1
1
)

如
第
五

大
以
下

は
実
空

を
明
か
す
。
第

三
に
(
1
6
)

如
無
色
界
色
以
下

に
十
五
譬

あ
り
。

通
門

に

就
き

て
空

を
明

か
す
。

通

じ
て
仮
実

を
明
か
す
故

に
通

と
言
う
。

(
大
正
蔵

五
六

・
五
六
上
～
)

と
論

じ

て

い

る
。

「

の
(1
)幻
譬

は

総

じ

て
端

を

開

く
」

と

は

、
慧

遠

の

「前

の

一
喩
(1
)は
別

し

て
挙

げ

別

し

て
合

す
」

と

同

じ
く

経

典

の
説

の
形

式

に

よ

る

分

類

で

あ

る

の

で
、

内

容

的

に

は
(1
)～
(
1
0
)
「仮

実

別

明

」
、

(
1
1
)

～
(
1
5
)
「
明

実

空

」
、
(
1
6
)

～
(
3
0
)
「
通

明

仮

実

」

の
三

分

類

と

な

っ

て

い

る
。

た
だ

「別

門

」

「通

門

」

の
意

味

が
明

確

で

は
な

い
。

以

上

の
三
書

は
分

け

方

や

意

味

づ

け

は
そ

れ

ぞ
れ

異

な

っ
て

い
る

が
、

全

体

と

し

て
衆

生

が
全

く

の
空

で
あ

る

こ

と
、

あ

る

い
は
実

在

し

て

い

る

よ
う

に
見

え

て
も

そ

れ

は
仮

の
存

在

で
あ

り

本

質

的

に
空

で
あ

る

こ

智
顗

の
衆

生
観
に
関
す

る

一
考
察

(塩

入
)

一
〇
五
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智
顗

の
衆

生
観

に
関

す
る

一
考
察

(塩

入
)

一
〇
六

と
、

そ

れ

を

こ

の

三
十

喩

を

借

り

て
表

し

て

い
る

と

理
解

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

し

か

し
智
顗

の
場

合
、

か
な

り

異

な

っ
た
解

釈

を

し

て

い
る

の
で

あ

る
。

三

、
智
顗

の

解

釈

智
顗

は

『
維

摩

文

疏

』

に
お

い
て
、

ま
ず

一
に
(1
)～
(
1
0
)

如

幻
等

の
十
譬

に
約

し
て
衆
生

の
世
諦

を
観
ず
。

二
に
(

～
㈲

如
五
大
等

の
五
譬

に
約

し
て
衆
生

の
真
諦

を
観
ず
。

三
に
(
1
6
)

～
(
3
0
)

如
無

色
界

等

の
譬

に
約
し

て
中
道
第

一
義
諦

を
観
ず
。

(卍
続
蔵

・
通
巻

二
八

・
二
六
九
)

と

し

て
、

三
十

喩

を

明

確

に

三
分

し
、

仮

・
空

・
中

の
三
諦

三

観

に
配

当

し

て

い
る
。

そ

れ

ぞ

れ

の
説

明

を

見

る
と

、
第

一
に

つ
い

て

は
、

前

に
衆

生
を
観
ず

る
に
、
(1
)～
(
1
0
)

幻
等

の
譬

に
約

し
世
諦

を
破

す

に
就
き
、

自
ず

か
ら
性
を
体

し
性

空
を
明
か
す
も
、
但

だ
妄

り
に
定
性

を
計
す

る
を
除

き
、
な

お
仮
名

の
衆

生
あ
る

こ
と
を
妨
げ
ざ

る
あ
り
。

(卍
続
蔵

・
同
前
)

と
あ

り

、
第

二

に

つ
い

て
は
、

こ
れ
よ
り
(
1
1
)

～
(
1
5
)

五
譬

は
、
即
ち

こ
れ

二
に
衆

生

の
真
諦
空

を
観
ず

る
な
り
。

然

る
ゆ
え
ん

は
、
上
来

の
諸
譬

は
衆
生
を
観
ず

る
に
、
定
性

な
く
顛
倒
所
見

の
仮
名
幻
響

の
衆

生
あ

る
を
妨
げ
ず
。
今

こ
の
五
譬

は
、
衆
生

の
亀
毛
兎
角

の
如
く

に
し

て
、
畢
竟

じ

て
但
だ
衆
生
な
き
に
あ
ら
ざ

る
こ
と
を
得

べ
か
ら

ず

、
ま
た
実
法
な
き

を
明
か
す
。

(卍
続
蔵

・
通
巻

二
八

・
二
七
〇
)

と

述

べ
、

第

三

に

つ
い

て
は

、

こ
の
下

の
(
1
6
)

～
(
3
0
)

十
六
譬

(十
五
喩

の
誤
記
か
)

は
、
即

ち

こ
れ

三
に
衆
生

の
中
道

を
明
か
す
な
り
。
然

る
ゆ
え
ん
は
、
中
道

の
法

は
有

に
あ

ら
ず
、
空

に
あ
ら
ず
。
(1
)～
(
1
0
)

如

幻
等

の
譬

の
有

に
あ
ら
ず
、
(
1
1
)

～
(
1
5
)

如

五
大
等

の
譬

の
無

に
あ
ら
ず
。

…

(中

略
)
…

こ
の
(
1
6
)

～
(
3
0
)

十
五
句

は
斉

し
く

こ
れ
衆

生

を
観

じ
て
中
道
第

一
義

に
入

る
こ
と
を
弁
ず
。
空
と
雛
も
真
諦

の
(
第
五

大

(
1
5
)十

九
界
の
如

き
と
同
じ
か
ら
ず
。

有
と
雖

も
世
諦

の
仮
有
に
類

せ
ず
。

空

に
あ
ら
ず
、
有

に
あ
ら
ず

。
よ
く
空
有

宛
然
と
し

て
無
色

の
色

の
如
く
、

有

な
ら
ず

し
て
し
か
も
有
。
諸

仏

の
境

界

は
思
議

す

べ
か
ら
ず
。
故

に
知

る
。

菩
薩

、
衆
生

を
観

じ

て
仮

よ
り
空

に
入
り
、
徹
し

て
三
諦
を
見
、
前

の
問

疾

品
を
成
ず
。

(卍
続
蔵

・
通
巻

二
八

・
二
七
一
)

と

論

じ

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
う

ち
、

第

一
と

第

二
は
前

述

し

た
諸

師

の

説

と

ほ
ぼ

同
様

で

あ

り
、

世

諦

の
仮

名

の
衆

生

と
、

畢
竟

空

の
衆

生

の

譬
喩

と

さ

れ

て

い
る
。

と

こ

ろ

が
第

三

は
、
衆

生

の
中

道

第

一
義

諦

を

観

ず

る

こ
と

に
対

応

し

た
譬
喩

と

し

て
捉

え

て
お

り
、

経
文

の
意

味

か

ら

も
飛

躍

し
た
独

特

の
解

釈

と

な

っ
て

い
る
。

そ
し

て
(
1
6
)

～
(
3
0
)

の
譬

喩

に

つ

い
て

一
々
詳

細

に
論

じ
、

一
見

あ

り

得

な

い

こ
と

で
も

実

は

あ

り

得

る

こ
と

の
譬

え

で
あ

っ
て
、
(
1
1
)

第

五

大

や

(
1
5
)

十

九

界

と

は

全

く

異

な

る
も

の
で
あ

る

こ
と

を

こ
と

さ
ら

に
強

調

し

て

い
る

の
で

あ

る
。

例

え
ぼ

、
(
1
6
)

如

無

色

界

色

に

つ
い
て

は
、

小

乗

で

は
確

か

に
そ

う

で
あ

る

が

、

大

乗

で

は
妙

色

が

あ

る

と

か
、
(
2
3
)

如

盲

者

見

色

に

つ
い
て

は
、

盲
目

の
人

は

物

が

見

え

な

い
が
物

の
形

を
想

う

こ

と

は

で
き

る
と

か

、
(
2
5
)

如

空

中

鳥

跡

に

つ
い
て

は
、
鳥

の
飛

ん

だ
軌

跡

は
見

え

な

い
よ

う

で
あ

っ
て
も

天

眼

の
人

は
見

る

こ
と

が

で
き

る

と

か
、

(
2
6
)

如

石
女

児

に

つ
い

て
は

、

石

女

も

そ

の
果

報

が

転

ず

れ
ぼ

子

を

も

う
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け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
述

べ
て
い
る
。
(卍
続
蔵

・
通
巻
二
八
・
二
七

一
～
)

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
他

の
諸
師
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
智
顗

の

衆
生
観
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

四
、
小
結

智
顗

の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
解
釈
で
は
こ
の
観

衆
生
品
と
前
の
問
疾
品
は
従
仮
入
空
観
を
示
す
章

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

経
典
も
衆
生
が
実
体
の
な
い
空
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お

り
、
空
観
を
基
調
と
し
て
い
る
。
し
か
し
今

の
譬
喩

の
理
解
は
、
実
在

的
側
面
を
意
識
し
た
中
道
観
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

智
顗

は
、
真
諦
を
観
ず
れ
ぼ
、
第
五
の
大

の
よ
う
に
俗
諦
の
衆
生
を

見
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
空
を
体
得
し
た
真
諦
に
住
す
る
衆
生
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
菩
薩
が
空
を
観
ず
る
場
合
、
二
乗
と
異
な
り
衆

生
空
と
と
も
に
涅
槃

空

(法
空
)
を
も
観
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
真

諦
を
空

じ
た
中
道
が
成
立
す
る
が
、
中
道
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
計
す

れ
ぼ
、

こ
れ
も
ま
た
疾
病
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
道
も
ま
た
空
で
あ
る

と
観
ず
る
と
し
な
が
ら
も
、

一
往
は
空
観
に
入
る
時
、
三
諦
皆
空
。
ま
た
皆
空
な
り
と
雖
も
ま
た
断
滅
に

あ
ら
ず
｡
(卍
続
蔵

・
通
巻
二
八

・
二
六
九
)

等
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真

の
中
道
を
見
る
者
は

一
心
に
万
行
が

具
わ
る
と
言
い
、

も
し
よ
く
か
く

の
如
く
空

に
入
り

一
時

に
三
観
を
具
せ
ぼ
、
入
空

を
用

い
初

観

の
名

に
当

て
る
と
雖

も
、

し
か
も
実

に
三
観
を
具
せ
ぼ
、
即
ち
慈
悲
喜

捨

あ
り
。

こ
の
品
の
明

か
す
と

こ
ろ

の
如

し
。

(卍
続
蔵

・
同
前
)

と

述

べ
、

慈

悲

の
根

拠

と

し

て

の
三

観

を

強

調

し

て

い

る
。

経

典

は

衆

生

の
空

な

る

こ
と

を

徹

底

し

て
説

き
、

そ

れ

を

衆

生

に
教

え
導

く

こ
と

が
菩

薩

の
慈

悲

で

あ

る
と

さ

れ

て

い

る
が

、
智
顗

は
空

よ

り

も

中

に

慈

悲

の
根

拠

を
置

き
、

し

か
も

上

述

し

た

よ

う

に
、

そ

こ
に
仮

の
面

を

よ

り

強

く
打

ち

出

し

て

い

る

の

で

は
な

か

ろ
う

か

。
智
顗

は

ま

た

こ
う

述

べ
て

い
る
。

も
し
衆
生

を
観
じ
空

に
入
る

の
菩
薩
、
以

っ
て
か
く

の
如

く
の
慈
あ

る
と
は
、

こ
れ
た
だ
空

を
以

っ
て
主
と
な

し

一
切
智

を
用

い
て
名
を
当

て
る
も
、
し

か

も
そ
れ
実

に
三
観

を
具

す
。

ま
た

三
慈

を
論
ず

る
を
得

る
。

(卍
続

蔵

・
通

巻

二
八

・
二
七
三
～
)

以
上

を

ま

と

め

る
と

、

観

衆

生

品

の
三

十

喩

の
う

ち
、

後

半

の
譬

喩

は
あ

り

得

な

い
こ
と

、
空

で
あ

る

こ
と

の
譬

え

と

し

て
理

解

す

る

の
が
、

経

典

の
趣

旨

で
あ

り

諸

師

の
解

釈

で
も

あ

る

が
、
智
顗

は
あ

え

て
、

あ

り
得

な

い

よ
う

に

見

え

て
も

、
実

は

あ

り

得

る

こ
と

し

て
理
解

し

て

い

る
。
衆
生
と

一
切
法
の
問
題
や
、
仏
と
衆
生
の
感
応

の
観
点
な
ど
、
(
5
)

彼

の
衆
生
観
は
多
面
か
ら
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
三
十
喩
の
解

釈
の
み
の
検
討
で
は
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も

こ

の
部
分
に
お
い
て
は
、
慈
悲

の
根
拠
と
し
て
衆

生
の
有

・
仮
す
な
わ
ち

実
在
的
面
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に

智
顗

の
衆

生
観

に
関
す

る

一
考
察

(塩

入
)

一
〇
七
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智
顗

の
衆
生
観
に
関
す
る

一
考
察

(塩

入
)

一
〇
八

智
顗

の
衆

生

観

の

一
端

が
隠

さ

れ

て

の

で
は
な

か

ろ

う

か
。

ま

た
彼

の

実

相

論

に

も

つ
な

が

っ
て

い
く

問
題

を

は

ら

ん

で

い

る

よ
う

に
も

考

え

ら

れ

る
。

1

拙
稿

「中

国
初
期
仏
教

に
お
け

る
衆
生
義
」

(
『仏
教
文

化

の
展
開
』
大

久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
、
所
収
)
参
照
。

2

衆
生

と
五
陰

・
六
根

の
関
係

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「菩
薩

行

に
お
け

る

衆
生

の
問
題
―
智
顗

の
六
根
説
を

め
ぐ

っ
て
―

」

(
『天
台
学
報
』
第

三
十
六
号
、
所
収
)
、

「天
台
智
顗

に
お
け
る
衆
生
論

の
展
開

そ
の
五

緬
説

を
め
ぐ

っ
て

―

」

(佐

藤
良
順
先
生
古

稀
記
念

論
集

『
イ

ン
ド
文

化
と
仏
教
思
想

の
基
調
と
展
開
』
、
所
収
)
参
照
。

3

チ

ベ

ッ
ト
訳

で
は
三
十

二
喩
、
近
年
発
見
さ
れ

た
サ

ン
ス
ク

リ

ッ
ト
本

で
は
三
十

一
喩

に
な

っ
て
い
る
。

4

『
維
摩
経

』

の
最
も
早

い
注
釈
集

で
あ
る

『
注
維
摩

詰
経
』

で
は
、
羅

什

・
僧
肇

・
道

生

と
も
三
十
喩

を
ま
と

め
て
分

類
解
釈

し

て
は

い
な

い
。

ま
た
慈
恩
基

の

『説
無

垢
称
経
疏
』
が
あ

る
が
、
玄
奘
訳

に
依

っ
て
い
る

た
め

こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

5

こ
の
点

に
関

し
て
は
、
藤

井
教
公
著

「中
国
隋

唐
仏
教

に
お
け

る
衆
生

観
」

(『
印
度

学
仏

教
学
研
究
』
五

一
巻

第

二
号
)
等
参

照
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

天
台
智
顗

、
衆
生
観
、
維
摩
疏
、

三
観

、
慈

悲

(大
正
大
学
助
教
授
)

新
刊
紹
介

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

編

『霊

通

寺

跡
―

開

城

市

所

在
―

』

A
四
版

・
三
八
〇
頁

・
定
価
六
、
〇
〇
〇
円

大
正
大
学
出
版
会

・
二
〇
〇
五
年
三
月
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(仮),zhong(中), zhi(止), guan(観), xiu(修), xing(性), cang(蔵), tong(通), bie

(別),yuan(円), and other Tiantai doctrines in his commentary.

117. One Conception of Sattva in Zhiyi's Doctrine 

Hodo SHIOIRI 

At the beginning of Chapter Seven of the Vimalakirti-nirdesa translated 

by Kumarajiva, thirty comparisons were pointed out to explain thoroughly 

that sattva is non-existence, namely that it is sunya. These comparisons are 

classified into three kinds: ‡@Existing as phenomena but not existing as real 

bodies, ‡A Not existing theoretically and‡BNot existing in reality in general 

theories. 

Seeing such a classification, Zhiyi regarded these comparisons to under-

stand respectively: ‡@Earthly truth for sattva (‰¼), ‡A Essential existence for 

sattva (‹ó) and ‡BExistence enhanced from both existences (’†). Particularly, 

he discussed comparisons of type‡Band elucidated that they existed in fact 

even though they are impossible at first glance. This explanation is a jump 

from the context of the sutra and quite unique from opinions of other schol-

ars. 

Though the sutra after this part elucidates the compassion of the bodhisat-

tva, Zhiyi admitting the earthly meaning regards the sattva, the object of the 

bodhisattva's compassion, as not a complete sunya and thus finds a founda-

tion for compassion.

118.Zhiyi's Intention of the Secret Teaching秘 密 不 定 教

Koshi CHODO

When we look closely into the Fahua xuanyi法 華 玄 義, it is often men-

tioned that enlightenment can be attained secretly by people with the capaci-

ty of the two vehicles.

In the Tiwei boli jing提謂 波 利 経, which expounds the Five precepts and

the Ten Good Acts　 五 戒 十 善　 to lay believers in the secular world, it is men一
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